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１観世流謡本は、十七世紀のはじめに二つの面で大きな変革をとげる。
一
つ
は
詞
章
面
の
変
化
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
観
世
流
の
詞
章
は
、
大
夫
系
と
ワ
キ
系
と
い
う
二
系
統
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
統
一
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
は
じ
め
に
新
た
な
詞
章
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
改
変
の
背
景
は
す
べ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
九
世
大
夫
身
愛
主
導
で
進
め
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
慶
長
年
間
に
書
写
さ
れ
た
身
愛
奥
書
の
謡
本
に
は
、
そ
の
変
化
の
過
程
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
彼
が
観
世
流
謡
本
史
の
重
要
な
改
変
に
関
与
し
て
い
た
蓋
然
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
二
つ
目
は
、
謡
本
の
刊
行
で
あ
る
。
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
時
に
、
大
陸
の
印
刷
技
術
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
れ
を
契
機
に
日
本
の
出
版
技
術
は
著
し
く
向
上
し
、
寛
永
期
ご
ろ
に
古
活
字
版
か
ら
整
版
印
刷
へ
と
移
行
す
る
と
、
大
量
出
版
が
可
能
と
な
っ
た
。
謡
本
は
そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
書
籍
の
一
つ
で
あ
る
。
江
戸
時
代
初
期
、
す
な
わ
ち
古
活
字
版
か
ら
整
版
へ
と
印
刷
技
術
が
移
行
す
る
時
期
の
観
世
流
謡
本
は
、
光
悦
謡
本
系
・
玉
屋
謡
本
王屋謡本の研究（二
は
じ
め
に
Ｉ
玉
屋
謡
本
諸
本
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
伊
海
孝
充
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系・元和卯月本（以下「卯月本」）系の一一一系統に分かれると考えられている。
２
光悦謡本は、豪商・角倉素庵が出版に関与した雲母刷模様をもつ豪華な装頓本で、他ジャンルのものは「嵯峨本」
と呼ばれている。美術品としても大変貴重であるため、その面からの研究も多いが、書誌面からの分類や謡本として
の特質をめぐる考察は、江島伊兵衛・表章「図説光悦謡本」（有秀堂、一九七○年）にまとめられている。また伊藤正
義によって翻刻・注釈も行われており（新潮日本古典集成『謡曲集」（上中下。一九八一一一～八八年））、先の一一一系統の中でも
最も研究が進んでいる。必ずしもその出版背景が詳らかになっているわけではないが、光悦謡本の刊行には玄人の関
与
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
玄
人
が
身
愛
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
卯
月
本
も
、
曲
の
内
容
に
因
ん
だ
金
泥
絵
入
り
紺
表
紙
、
料
紙
は
馨
水
引
き
厚
葉
斐
紙
と
い
う
豪
華
な
装
頓
本
で
あ
る
。
各
冊
に
「
右
百
番
之
本
者
我
等
直
／
伝
石
田
少
左
衛
門
章
句
付
／
依
決
板
起
猶
以
令
清
書
／
加
奥
書
畢
／
元
和
六
年
卯
月
日
／
観
世
左
近
大
夫
暮
閑
（
花
押
こ
と
な
っ
て
い
る
が
、
暮
閑
（
身
愛
）
が
主
導
で
出
版
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
に
は
、
慶
長
十
五
年
～
寛
永
一一一年の観世左近大夫暮閑の石田少左衛門宛奥書で、友雪が節付を加えたのを暮閑が校閲訂正して奥書を加えた旨の識
語
を
も
つ
石
田
少
左
衛
門
友
雪
旧
蔵
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
本
が
卯
月
本
の
底
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
章
が
指
摘
し
て
い
る
（「元和卯月本考」「国語」四’二、一九五五年九月。「能楽史新考（一）』（わんや書店、一九七九年）所収。）。
以
上
の
二
種
の
謡
本
に
比
し
て
、
玉
屋
本
は
こ
れ
ま
で
詳
細
に
研
究
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
観
世
流
謡
本
刊
本
の
総説や目録・解題の類では必ず言及される謡本であるが、その特色は「光悦謡本と卯月本の中間的性格」と説明され
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
玉
屋
本
は
、
古
典
籍
と
し
て
の
意
匠
に
お
い
て
も
観
世
流
謡
本
史
の
中
の
重
要
性
に
お
い
て
も
、
光
悦
謡
本
・
卯
月本よりも一歩劣るような存在であるが、観世流謡本が大きく変化した時代に編まれた百番以上の揃本の一つであり、
後
代
の
謡
本
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
謡
本
の
性
格
や
出
版
背
景
を
考
究
す
る
こ
と
は
、
謡
本
研
究
に
お
い
て
不
可
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３玉屋謡本の研究(一）
介している（「古板の謡本」二
指
摘
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
王屋本についてはじめて言及したのは、丸岡桂「観世流謡本出版年譜」（「古今謡曲解題」（観世流改訂本刊行会、一九
一
九
年
）
で
あ
っ
た
。
整
版
本
を
古
活
字
本
と
認
定
す
る
誤
り
が
あ
る
も
の
の
、
年
譜
の
中
に
観
世
流
謡
本
の
源
流
の
一
つ
と
し
て
王
屋
本を示した研究は重要であった。その後、高安吸江（六郎）が、「黒雪本」という名称で、伝本ならびに本の特色を紹
介している（「古板の謡本」（『謡曲講座」第一期第十輯（謡曲講習会、一九二六年））。高安の紹介した本ならびにその中の
本
論
は
、
こ
の
王
屋
本
の
特
質
を
で
き
る
限
り
詳
細
に
把
握
し
、
観
世
流
謡
本
史
・
近
世
初
期
出
版
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
玉
屋
本
諸
本
の
比
較
、
光
悦
謡
本
・
卯
月
本
と
の
比
較
、
他
の
出
版
物
と
の
比
較
と
、
広
範
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
に
全
三
回
に
分
け
て
論
考
を
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
第
一
回
目
玉
屋
本
の
特
質
（
古
活
字
王
屋
本
と
整
版
王
屋
本
と
の
相
違
点
。
整
版
王
屋
本
間
の
相
違
点
）
第
二
回
目
江
戸
初
期
観
世
流
謡
本
刊
本
に
お
け
る
王
屋
本
の
位
置
（
玉
屋
本
と
光
悦
謡
本
・
元
和
卯
月
本
と
の
比
較
）
第
三
回
目
王
屋
本
刊
行
の
背
景
（
古
活
字
王
屋
本
と
他
ジ
ャ
ン
ル
を
含
む
古
活
字
版
と
の
比
較
）
欠
で
あ
る
。
（
イ
）
下
田
益
三
氏
蔵
本
五
冊
（
当
麻
・
干
手
重
衡
・
藤
戸
・
那
郵
・
二
人
静
）
◆
表
紙
模
様
は
松
・
梅
・
雁
・
浪
に
鳥
・
大
・
富
士
・
蝶
◆題篭は光悦本と同じ。
◆
「
く
わ
ん
せ
こ
ぐ
せ
つ
の
し
や
う
ぐ
の
う
つ
し
」
の
朱
印
玉
屋
本
に
関
す
る
先
行
研
究
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４この「黒雪本」として紹介されていた本を「王屋本」と称したのは川瀬一馬である（「日本書誌学之研究』雄松堂、一
九四三年）。川瀬は天理大学附属天理図書館蔵古活字王屋本を紹介し、戊辰（寛永五年）の年記をもつ本（寛永王屋本）
と
同
種
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
こ
れ
ら
を
「
王
屋
本
」
と
称
し
た
。
玉
屋
本
の
中
で
「
玉
屋
」
と
関
連
が
あ
る
と
確
証
が
あ
る
の
は
、
寛
永
五
年
刊
本
と
一
部
の
整
版
王
屋
本
だ
け
で
あ
り
（
第
二
節
参
照
）
、
古
活
字
王
屋
本
と
「
王
屋
」
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
謡
本
の
名
称
と
し
て
学
界
で
は
定
着
し
て
い
る
。
以
降
、
王
屋
本
に
つ
い
て
詳
細
に
考
究
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
謡
本
の
総
説
や
目
録
・
解
題
の
類
で
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
言
及
されている。表章は『鴻山文庫本の研究謡本の部」（わんや書店、一九六八年）、「図説光悦謡本『「鴻山文庫蔵能楽
資料解題（上臣（法政大学能楽研究所編、一九九○年）で、次のように指摘している。
古
活
字
本
を
書
体
・
字
並
び
ま
で
忠
実
に
覆
刻
し
て
い
る
が
、
所
々
に
改
訂
を
加
え
、
そ
こ
だ
け
一
行
の
字
数
に
増
減
が
あ
っ
た
り
書
体
が
崩
れ
た
り
し
て
い
る
。
甚
大
な
改
訂
の
場
合
は
古
活
字
本
を
切
貼
り
に
よ
っ
て
巧
妙
に
覆
刻
し
、
天
理
本
と
は
異
植
の
本
に
基
づ
く
か
の
よ
う
に
見
え
る
曲
も
あ
る
。
改
訂
さ
れ
た
詞
章
は
ほ
と
ん
ど
元
和
卯
月
本
と
一
致
し
、
卯
月
本
に
影
響
さ
れ
て
の
改
訂
に違いない（『鴻山文庫蔵能楽資料解題（上篁）。
この表の見解が王屋本の成立と変遷過程の定説となっており、例えば竹本幹夫も『早稲田大学演劇博物館特別資料
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
（
ロ
）
同
氏
蔵
本
二
冊
（
二
人
静
・
松
虫
）
六
）
家
蔵
（
高
安
氏
蔵
）
本
一
冊
（
俊
寛
）
高
安
は
三
種
の
「
黒
雪
本
」
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
（
イ
）
は
鴻
山
文
庫
蔵
黒
雪
章
句
仮
名
印
本
（
五
刑
）
と
同
種
本
で
あ
り
、
玉
屋
本
で
はない。後述するように（ロ）は現所在が確認できたので、王屋本の一種であることが確実であるが、六）については
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５王屋謡本の研究(－）①法政大学鴻山文庫蔵整版玉屋本無印本（以下、『周囲と表記。）一一冊
袋綴。｜
［三輪］》
葉七行。
【所収曲】
王屋本は光悦謡本・卯月本に比べて、伝本が僅少である。古活字玉屋本は天理図書館蔵本のみ、整版玉屋本も鴻山
文庫・演劇博物館に所蔵されている零本のみしかその存在が報告されていない。ただし、今回の調査で先の玉屋本研
究の中では言及されていない諸本についても所在確認ができた。本節では、まず整版王屋本諸本を紹介し、各本の関
係
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
目録５貴重書能・狂言篇』（一九九七年）の中で、「古活字本が光悦本と元和卯月本との中間に位置するのに対し、
整版本は元和卯月本と寛永卯月本の中間の刊行という通説に一応従っておく。」と述べている。
以上の指摘には従うべき見解も多いが、古活字玉屋本は一種のみ現存、整版玉屋本は揃本がないという比較できる
諸本が少ないなかで導き出された見解である。詳細な分析を加えることで、別の視点を示すことも可能だろう。とく
に
、
古
活
字
王
屋
本
と
整
版
玉
屋
本
の
影
響
関
係
、
ま
た
両
本
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
［書誌】 二
整
版
王
屋
本
の
諸
本
一番綴。［井筒］原装雲母刷蝶模様鶯色表紙（二一一一・七糎×一七・一糎）。左型縦長題篭に「井筒七」と刻す。
後補雲母刷蝶と蔦模様水色表紙（二一一一・八糎×一七・一｜糎）。左肩題篭剥落。本文料紙は楮紙。内題なし。半
一行十五字内外。喉に平仮名で曲名と丁付を刻す。間拍子なし。直シ入り。
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井筒．
６
【備考］
この種の特色は、本文末に「玉屋」の長形墨印（三四×一六糎）が押されている点にあり、南陶□・国園山の一部、
日圃□、、胃團、南削團と同種。無印本・朱印本と版式の差異はない。三冊ともに朱墨で、詞章の訂正が施されている。
印
。
全
冊
【所収曲］
②法政大学鳩山文庫蔵整版玉屋本墨印本（以下、日圏圏と表記。）一一一冊
蟻通・関寺小町・［松風村雨］
袋綴。一番綴。原装雲母刷模様入色替わり表紙（’’三・八糎×一七・一糎。［蟻通］高松模様濃茶色表紙［関寺小町］
小蔦模様薄紅色表紙［松風村雨］蝶模様燈色表紙）。左肩縦長題篭に曲名を刻す（「松風村雨」は大半が剥落）。本文料
紙は楮紙。版式は他諸本と同一。各冊最終丁に「観世黒雪以／章句写之奮の墨印。表紙見返しに「鴻山文庫」の朱
印
。
全
冊
に
朱
で
詞
章
の
訂
正
を
施
す
。
直
シ
あ
り
。
【書誌】
袋綴。 「井
筒
」
は
原
装
表
紙
で
僅
か
に
雲
母
が
残
っ
て
い
る
が
、
模
様
ま
で
は
判
別
で
き
な
い
。
「
三
輪
」
の
後
補
表
紙
の
模
様
は
王
屋
本
諸
本
や
光
悦
謡
本
諸
本
に
似
る
が
、
同
一
図
柄
は
な
い
。
直
シ
は
墨
と
朱
墨
で
加
え
ら
れ
て
い
る
。
【備考】
［三輪］（曲名に［］があるものは、原題策が剥落しているもの（以下同じ）。）
Hosei University Repository
７王屋謡本の研究(－） ③法政大学鴻山文庫蔵整版玉屋本回陽一番綴本（以下、国Ｎ□と表記。）十七冊
【所収曲】
接待・雲林院・鶏鵡小町・柏崎・葛城・賀茂・項羽・実盛・志賀・天鼓・錦木・軒端梅・花筐・檜垣・藤戸・湯屋。
末
に
落丁。
袋綴。一番綴。後補卍繋ぎ模様摩出し標色表紙（一一四・○糎×一七・二糎）。左肩金箔散し縦長題策に曲名を墨書。本
文料紙は楮紙。版式は他諸本と同一。各冊最終丁に「観世黒雪以／章句写之選の墨印、ただし「接待」冊のみ「観
世黒雪／以章句写之」の朱印。全冊一丁表「守真」の小型印、最終丁か裏表紙見返しに「源敬重」の角印。そのほか
末に「回陽」の鼎印もしくは角印、「伊崇敬重」の角印を捺す。表紙見返しには鴻山文庫の朱印。「項羽」は七丁目が
「源敬重」は旧所蔵者と思われるが未詳。同じ印は、筑波大学図書館蔵「周易』二巻にも見える。「源敬重」「回
腸」は同じ印が二、三捺されている場合もあるので、蔵書印ではなく、謡の稽古回数や謡の習得を示す印であった可
能性もあるだろう。各曲冒頭に曲名を朱で書いているが、これは雨間山と回Ⅲ□も同筆で入っている。回陽の印が捺
された段階で書かれたものであろう。
ほ
と
ん
ど
の
曲
は
黒
墨
で
詞
章
の
訂
正
や
直
シ
を
加
え
て
い
る
が
、
柏
崎
・
項
羽
・
志
賀
・
湯
屋
は
朱
墨
、
楊
貴
妃
は
黒
朱
混
合
で
あ
楊
貴
妃
【備考】
る
０
【書誌】
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８④法政大学鳩山文庫蔵整版玉屋本回陽五番綴本（以下、国園山と表記。）六冊
本来、一番綴であった本を五番綴に改装したもの。表紙は原装表紙を再利用し、中央に横長題篭を添付する。四
国と囚幽の一部に五番綴本を一番綴本に改装し直した本があるが、題篭の手は本資料と異なる。「源敬重」と面
陽」の印は、同門曰と同一。
龍
田
・
阿
漕
・
佛
原
・
大
会
・
海
士
。
養
老
・
忠
度
・
芭
蕉
・
張
良
・
西
行
桜
。
蟻
通
・
通
小
町
・
井
筒
・
舟
橋
・
小
塩
。
呉
服
・
田
村
・
千
手
・
桜
川
・
山
姥
。
那
郵
・
善
知
鳥
・
江
口
・
紅
葉
狩
・
俊
寛
。
杜
若
・
盛
久
・
源
氏
供
養
・
女
郎
花
・
安
宅
。
袋綴。五番綴。原装雲母刷模様入色替り表紙（二一一一・八糎×一七・一糎。［龍田冊］柳模様鴬色表紙。［養老冊］柳模
様表紙（色槌せのため色判別不能）。［蟻通冊］鴬色表紙（雲母模様判別不能）。［呉服冊］柳模様表紙（色槌せのため色
判別不能）。［那鄭冊］小蔦模様表紙（色槌せのため色判別不能）。［杜若冊］高松模様濃茶色表紙。）。中央横長題策に
曲名を墨書、龍田冊以外は剥落し、本文料紙間に挟み込んである。本文料紙は楮紙。版式は他諸本と同一。各曲最終
丁に「観世黒雪以／章句写之選の墨印、ただし桜川・通小町・小塩のみ「観世黒雪／以章句写之」の朱印。所収曲
の一丁表「守真」の小型印、最終丁か裏表紙見返しに「源敬重」の角印。そのほか末に「回陽」の鼎印もしくは角印、
「伊崇敬重」の角印を捺す。表紙見返しには鴻山文庫の朱印。
【書誌】
袋綴。
【備考】
【所収曲】
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９王屋謡本の研究(－） ⑤法政大学鴻山文庫蔵寛永五年刊整版寛永玉屋本（以下、雨脚園と表記。）五冊
⑥早稲田大学演劇博物館蔵整版玉屋本無印本（以下、團囲と表記。）七冊
玉
屋
本
諸
本
の
中
で
、
唯
一
刊
記
を
有
す
る
本
で
あ
り
、
観
世
流
謡
本
の
中
で
刊
年
・
刊
者
を
明
記
し
た
最
初
の
謡
本
で
も
あ
る
。
題
篭
は
他
の
整
版
王
屋
本
と
同
版
だ
が
、
表
紙
は
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
性
格
は
一
線
を
画
す
。
玉
屋
本
諸
本
の
中
で
は
最
後
に
刊
行
さ
れ
袋綴。一
落）。本一
玉屋」。一
【所収曲】
【書誌］
袋綴。
衡
］
霞
た
本
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
版面は他の王屋本とほぼ同一だが、少々改訂がある（後述）。「杜若」「難波」は朱で詞章の訂正や直シが入っている
が
、
他
の
三
冊
は
書
き
入
れ
な
ど
な
い
。
【備考］
［杜若］・柏崎・兼平・天鼓・［難波］
【書誌］。｜番綴。原装雲母刷模様入色替り表紙（二三・八糎×一七・一一一糎。［江口］巻水に松・鶴模様緑色表紙［千手重
霞
に
千
鳥
模
様
茶
色
表
紙
［
高
砂
］
薄
模
様
灰
色
表
紙
［
忠
度
］
松
模
様
薄
緑
色
表
紙
［
難
波
］
草
花
菱
紋
白
色
表
紙
［
軒
端
梅
］
一番綴。原装紺表紙（二一一一・七糎×一七・一糎）。左一肩縦長刷題篭に曲名を刻す（ただし、杜若・難波はほぼ剥
本
文
科
紙
は
楮
紙
。
版
式
は
他
諸
本
と
同
一
。
刊
記
「
観
世
大
夫
入
道
黒
雪
以
章
句
／
写
之
者
／
戊
辰
季
秋
中
瀞
／
洛
下
寺
町
／
・表紙見返しに「河村■謙」の角印（■は難読）。「難波」は一丁目・二丁目が錯簡。
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１０
遊
行
柳
欠。表紙見返しに「香邨文庫」、
袋綴。
⑦早稲田大学演劇博物館蔵整版玉屋本刊年刊者不明本（以下、回閑］と表記。）
模
様
の
雰
囲
気
は
よ
く
似
て
い
る
が
、
同
国鬮】と同種の本。この資料の特色は表紙にある。雲母刷模様の入った色替り表紙である点は、他の諸本と同じで
あ
る
が
、
模
様
が
異
な
る
。
竹
本
は
こ
の
模
様
に
つ
い
て
、
「
本
書
は
い
ず
れ
も
光
悦
本
風
の
色
替
雲
母
摺
絵
入
表
紙
で
光
悦
表
紙
模
様
【備考】
江
口
霞に松模様灰色表紙［白楽天］草花菱紋（色槌せのため、表紙色は不明）。左肩縦長刷題篭に曲名を刻す。本文料紙は
楮紙。版式は他諸本と同一。一丁表に「安田文庫」「演劇博物館」の蔵書印。
【所収曲】
【書誌】
Ｓ
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
特
別
資
料
目
録
５
貴
重
書
能
・
狂
言
篇
乞
と
指
摘
し
て
い
る
。
光
悦
謡
本
袋
綴
新
種
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
の
意
匠
を
模
し
た
も
の
も
あ
る
。
と
く
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
袋
綴
新
種
本
四
十
一
冊
の
模
様
に
近
い
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
」
【備考】
【所収曲】千
手
重
衡
・
高
砂
・
忠
度
・
難
波
・
軒
端
梅
・
白
楽
天
番
綴
。
後
補
朱
色
表
紙
（
丁表に「安田文庫」「演劇博物館」の蔵書印。最終丁が落丁。
八糎×
の
図
柄
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
六
七
糎
）
。
題
策
な
し
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
版
式
は
他
諸
本
と
同
一
。
最
終
丁
冊
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１１王屋謡本の研究(一）
⑧早稲田大学演劇博物館蔵整版玉屋本回陽一番綴本（以下、
⑨上野学園大学日本音楽史研究所蔵整版玉屋本墨印本（小汀文庫旧蔵）（以下、、自国と表記。）
印
０
袋綴。一番綴。後補菱繋ぎ紋摩出し紺表紙（二四・○糎×’七・一一糎）。左肩金箔散し縦長題篭に「道成寺寛永五年
刊黒雪本」と墨書。本文料紙は楮紙。版式は他諸本と同一。各冊最終丁に「観世黒雪以／章句写之雲の墨印。｜丁
表「守真」の小型印、最終丁に「源敬重」の角印、「回陽」の鼎印を捺す。｜丁表「安田文庫」「演劇博物館」の蔵書
道
成
寺
賀
・
鵺
・
半
蔀
・
紅
葉
狩
・
梅
枝
［
春
日
龍
神
］
春
日
龍
神
蔦模様薄紅色表紙（濃茶色の色槌せか）［龍田］柳模様濃茶色表紙）。中央に横長題篭に五曲の曲名を墨書【志賀］志
袋綴。
【備考］
【所収曲］
【書誌］
［書誌】
最
後
の
日悶□と同種本だが、表紙・題篭は異なる。
番
綴
。
原
装
雲
母
刷
模
様
入
色
替
わ
り
表
紙
（
丁
が
落
丁
し
て
い
る
の
で
、
無
印
・
墨
印
・
朱
印
の
区
別
が
つ
か
な
い
本
。
本
文
に
は
書
き
入
れ
な
ど
な
い
。
ふ
な
は
し
・
江
口
八糎× ロⅢ□と表記。）
七
糎。［志賀］柳模様濃茶色表紙［春日龍神］小
は
な
か
た
み
・
源
氏
供
養
［
龍
田
］
龍
田
・
松
虫
冊
冊
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１２
袋綴。一番綴。原装雲母刷模様入色替わり表紙（一一三・八糎×一七・一糎。［老松］小蔦模様白色表紙［一一一輪］小蔦模
様浅黄色表紙（雲母刷模様剥落、裏表紙のみ存）［項羽］柳模様鴬色表紙［実盛］小蔦模様白色表紙［すみ田川］白表
紙（雲母模様剥落）［皇帝］柳模様緑黄色表紙［清経］柳模様白表紙）。左肩縦長題篭に曲名を刻す。ただし一一一輪・項
羽・皇帝・老松は中央の横長題篭に五曲の曲名を墨書。本文料紙は楮紙。版式は他諸本と同一。各冊最終丁に「をば
⑩上野学園大学日本音楽史研究所蔵整版玉屋本無印本（小汀文庫旧蔵）（以下、四囲と表記。）
【書誌】
袋綴。
年
）
に
「
観
世
流
謡
曲
十
番
王
屋
本
野学園大学に収まったようである。
ま
た
、
五
番
の
曲
名
を
記
し
た
題
篭
」
一番綴本をいったん五番綴本に改装し、再び一番綴本に戻した本と考えられる。これまでの王屋本研究でこの本の
存在について言及されてこなかったが、他の墨印本と同種である。本資料と次掲の、日囲はジャーナリストで古典籍
蒐
集
家
と
し
て
も
名
高
か
っ
た
小
汀
利
得
の
小
汀
文
庫
旧
蔵
で
、
「
小
汀
文
庫
稀
書
珍
本
展
観
入
札
目
録
」
（
東
京
古
典
会
、
’
九
七
一
一
年
）
に
「
観
世
流
謡
曲
十
番
王
屋
本
元
和
寛
永
頃
刊
観
世
黒
雪
章
句
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
小
汀
文
庫
か
ら
市
場
を
経
て
、
上
志
賀
・
春
日
龍
神
・
龍
田
印
。
最
終
【所収曲］
夕
か
ほ
・
角
田
川
・
う
と
ふ
）
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
版
式
は
他
諸
本
と
同
一
。
各
冊
最
終
丁
に
印
。
最
終
丁
に
「
を
ば
ま
」
の
朱
印
。
全
冊
に
朱
で
詞
章
の
訂
正
を
施
す
。
直
シ
あ
り
。
［備考】
五
番
の
曲
名
を
記
し
た
題
篭
は
、
園と
は
異
な
る
。
「観世黒雪以／章句写之翌の墨
七冊
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１３玉屋謡本の研究(一） ⑪上野学園大学日本音楽史研究所蔵整版玉屋本朱印本（宝玲文庫旧蔵）（以下、巾帛困と表記。）九十五冊
（葵上）・［阿漕］・あたか・あま・蟻通・井筒・［鵜飼］・［浮舟］・［善知鳥］・采女・梅かえ・雲林院・江口・あふむ小
町・をしほ・をはすて・女郎花・［杜若］・［景清］・［柏崎］・［春日龍神］・かつらき・兼平。（賀茂）・かよひ小町・那
郷。（清経）・鞍馬てんぐ．（呉服）・［源氏供養］・項羽・西行桜・［桜川］・実盛・志賀・自然居士・［俊寛］・［鍾埴］・
猩々・［白髭］・すみ田川・［誓願寺］・［是界］・［関寺小町］・殺生石・［接待］・［千手］・卒都婆小町・大会・当麻・忠
度・龍田・［玉かつら］・田村・［張良］・［定家］・天鼓・東岸居士・道成寺・［道明寺］・［融］・［朝長］・難波・［錦
袋綴。｜番綴。原装雲母刷模様入色替わり表紙（一一三・八糎×一七・一糎）。左肩縦長題策に曲名を刻す、ただし一一一十
九
冊
は
後
補
題
策
に
曲
名
を
墨
書
、
七
冊
は
題
篭
な
し
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
版
式
は
他
諸
本
と
同
一
。
各
冊
最
終
丁
裏
に
「
観
世
黒
雪
／
以
章
句
写
之
」
の
朱
印
。
各
冊
一
丁
表
に
「
宝
玲
文
庫
」
の
朱
印
。
「
白
楽
天
」
は
七
丁
目
が
落
丁
。
老
松
・
三
輪
・
項
羽
・
実
盛
・
す
み
田
川
・
皇
帝
・
清
経
一一一輪・項羽・皇帝・老松は、、鬮凹と同じように、一番綴本をいったん五番綴本に改装し、再び一番綴本に戻した本
と考えられる。題篭は、臼圏と同一。
ま
」
の
朱
【所収曲］
【所収曲】
【書誌］
［備考】 の
朱
印
。
全
冊
に
朱
や
張
り
紙
で
詞
章
の
訂
正
を
施
す
。
直
シ
あ
り
。
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１４⑫東京都立中央図書館特別買上文庫蔵整版王屋本塁印本（反町茂雄旧蔵）（以下、囲国圏と表記。）一一冊
袋綴。一番綴。原装雲母刷模様入色替わり表紙（二三・八糎×一七・一糎。［松虫］小蔦模様薄紅色表紙。［一一人しつ
か］小蔦模様緑黄色表紙）。左肩縦長題篭に曲名を刻す。本文料紙は楮紙。版式は他諸本と同一。「観世黒雪以／章句
写之選の墨印。各冊一丁表に「反町文庫」「東京都立日比谷図書館蔵書」の朱印。最終丁に「月明荘」「日比谷図書
資
料
室
、
一
九
た感がある。
『鴻山文庫本の研究』などに紹介されている東京古典会の『紀念善本図録』Ｃ九六○年十一月）に掲載されている
整版王屋本九十五冊が本資料にあたると考えられる。ただし、『鴻山文庫本の研究』には、古書展に出た九十五冊本
は
「
観
世
黒
雪
／
以
章
句
写
之
」
の
朱
印
と
「
玉
屋
」
を
刻
す
墨
印
が
混
じ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
は
す
べ
て
朱
印
で
あ
る
。
こ
の
本
は
上
野
学
園
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
『
日
本
音
楽
資
料
室
展
観
近
世
の
音
楽
資
料
』
（
上
野
学
園
日
本
音
楽
資料室、一九九○年十月）で紹介されているが（田圏・田魍も紹介されている）、これまでの謡本研究では見逃されてぃ
整版玉屋本の多くは、後人により直シや詞章の訂正が加えられているが、本資料はそれらが書き入れた冊の方が少
なく、美麗な状態で現存している。
真］・［
【備考】
木］．（鵺）．（軒端梅）・［野々宮］・白楽天・［半蔀］．（芭蕉）・［花筐］・班女・［檜垣］・百萬・富士太鼓・藤戸・二人
しつか．舟弁慶．（仏原）・松風村雨・［松虫］・［三井寺］・みちもり・一一一輪．［紅葉狩］・盛久・八嶋・［山姥］・［夕
貞］・［遊行柳］・ゆや・楊貴妃．［養老］・［吉野静］・［篭太鼓］※括弧なしは原題篭、［］は後補題策、（）は題篭剥落。
【書誌】
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１５王屋謡本の研究(一）
Ａ書犀印・奥付
無印本は出版書騨やその謡本が何に拠っているのかを示す印がない本であり、冒關圏・回円圏・用關聖がこれにあた
る。現存する曲は十五曲だけであり、無印本が揃本として刊行されたのか、揃本ならどのような曲が所収されていた
か
は
不
明
で
あ
る
。
現
存
す
る
整
版
王
屋
本
の
な
か
で
無
印
本
だ
け
が
残
っ
て
い
る
曲
は
「
高
砂
」
「
皇
帝
」
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
二
曲が無印本としてだけで刊行されたとは考えにくい。
朱印本は「観世黒雪／以章句写之」という朱印が本文末に捺された本であり、九十五冊の田困をはじめ關日の
整
版
王
屋
本
は
装
頓
や
蔵
書
印
な
ど
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
書
騨
印
・
奥
付
を
も
と
に
無
印
本
・
朱
印
本
・
墨
印
本
・
寛
永
王
屋
本
の
四
種
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
か
ら
は
、
整
版
王
屋
本
の
特
質
と
諸
本
間
の
相
違
点
に
つ
い
て、Ａ書騨印・奥付、Ｂ表紙、Ｃ版面（本文・節付）の三点から再度整理しておきたい。
高安「古板の謡本」に掲出されている下田益一一一旧蔵本二冊（黒雪本一一一種（ロ））が本資料にあたると考えられる（東京
都立図書館蔵になったのは昭和三十四年九月二十一日）。「松虫」は現存する古活字王屋本には所収されていない曲で
ある。
松
虫
・
二
人
し
つ
か
館」の朱
【所収曲］
【備考］ の朱印。「松虫」冊のみ、朱で詞章訂正．直シあり。
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1６
墨印本は無印本・朱印本と異なり、「王屋」という書蝉と思われる名前が刻されている「観世黒雪以／章句写之
雲という印をもつ本であり、『閻團・ロ川口．、自国・【削團と日陶日・【圏四の大半がこれにあたる。現存する墨印本
は五十曲で、墨印本にしかない曲は「船橋」一曲だけである。
なお、この玉屋の名が刻された刊記をもつ本が寛永王屋本で、雨鬮圓の五曲のみが現存している。
「接待」、岡国四の「小塩」「通小町」「桜川」があり、現存冊数がもっとも多い。鴻山文庫蔵黒雪章句仮名印本宝
砠）・寛永十三年仲春刊者不明改装一番綴半紙本（五虹）や肥前島原松平文庫蔵観世黒雪本謡曲（九一’七）に見える
「くわんせこぐ／せつのしやう／くのうつし」という朱印に似るが、これらは王屋本とは別系統の詞章である。日悶□
と圃幽四とに含まれる朱印本は、用困所収曲と重複するので朱印本は全部で九十五冊現存している。他種本の現存
数が少ないので朱印本のみが現存する曲が四十曲もある。この中には朱印本だけで刊行された曲もあったかもしれ
ない。
【図１】
（１）朱印霧 Ｉ
（２）墨印
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Ｃ版面（本文・節付）
４整版玉屋本四種は、本文の異同は僅少である。刊記をもつ寛永王屋本も他の三種と差異はほとんどない。ただし、
職役名表記と節表記に細かな差異が散見する（宝屋本一覧表」参照）。もっとも大きな差異は、「兼平」十一丁裏の地謡
刺とシテの役名表記が、ｍ扁困と日圏凰とでは逆になっている点である（小括参照）。本文の異同は、「関寺小町」で日圏園
緑舌磨が「承り」で、、帛困が「承る」という違いがある程度で、ほかは上垂日・下音表記の有無に関する異同が大半を占め
玉
1７
寛
永
王
屋
本
以
外
の
整
版
王
屋
本
の
表
紙
は
雲
母
刷
模
様
入
色
替
わ
り
表
紙
が
原
装
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
存
す
る
本
の
色
は
鶯
色
・
緑
黄
色
・
薄
紅
色
が
大
半
を
占
め
る
。
ま
た
、
雲
母
刷
模
様
は
、
高
松
・
小
蔦
・
柳
・
蝶
の
四
パ
タ
ー
ン
が
大
半
を
占
め
る
Ｓ
図
２］）。光悦謡本をはじめとして、近世初期の謡本やその他の刊行本に雲母刷模様の表紙がたびたび用いられているが、
この模様と同じものは未見である。整版玉屋本はもともとこの四種の模様を表紙として採用していたと思われる。
ただし、例外がある。回幽】は同じ雲母刷模様ではあるが、他諸本には見られない図柄（江口皿巻水に鶴千手重
衡
亜
霞
高
砂
亜
薄
忠
度
亜
不
明
難
波
》
不
明
軒
端
梅
》
大
蔦
白
楽
天
函
草
花
唐
草
に
草
花
二
重
菱
文
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
回凹囲の「難波」の題篭は文字のくずし方が明らかに異なっているし、他曲の題策も他の整版玉屋本のそれにくらべ
て文字が大ぶりである。他にも一一一上進『謡本於裳佳介』（審美書院、一九一一三年）に、黒雪本として紹介されている
「養老」の図柄は蝶と草花であるので、いくつかはこのような異装本が存在したようである。
る
０
Ｂ表紙
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田（１）高松（法政大学鴻山文庫蔵墨印本「蟻通」）
（２）小蔦（上野学園大学日本音楽史研究所蔵朱印本「西行桜」）
【図２】
（４）蝶（上野学園大学日本音楽史研究所蔵朱印本「項羽」）
（３）柳（上野学園大学日本音楽史研究所蔵朱印本「ゆや」）
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１９玉屋謡本の研究(一）
あ
ふ
ひ
の
う
へ
．
阿
漕
・
あ
さ
か
ほ
・
あ
た
か
・
あ
た
ち
か
原
．
あ
ま
・
蟻
通
・
井
筒
・
う
か
ひ
・
う
き
舟
・
う
と
ふ
・
う
ね
め
・
う
の
は
・
梅
か
え
・
雲
林
院
・
江
口
・
老
松
・
あ
ふ
む
こ
ま
ち
・
を
は
す
て
・
女
郎
花
・
杜
若
・
景
清
・
柏
崎
・
春
日
龍
神
・
か
つ
ら
き
・
兼
平
・
か
よ
ひ
小
町
・
か
む
た
ん
・
清
経
・
鞍
馬
て
む
く
．
く
れ
は
・
源
氏
供
養
・
項
羽
・
皇
帝
・
西
行
桜
・
桜
川
・
実
盛
・
志
賀
・
自
然
居
士
・
俊
寛
・
鍾
値
・
猩
々
・
す
み
田
川
・
誓
願
寺
・
善
界
・
関
寺
小
町
・
殺
生
石
・
接
待
・
干
手
重
衡
・
卒
都
婆
小
町
・
大
會
・
当
麻
．
た
か
さ
こ
・
忠
度
・
龍
田
・
玉
か
つ
ら
・
田
村
・
張
良
・
定
家
・
［
天
鼓
］
・
東
岸
居
士
・
道
成
寺
・
道
明
寺
・
と
ほ
る
・
朝
長
・
な
に
ハ
・
に
し
き
木
．
ぬ
え
・
軒
端
の
梅
・
野
の
み
や
・
白
楽
天
・
は
し
と
み
．
は
せ
を
・
花
か
た
み
・
班
女
・
百
萬
・
富
士
太
鼓
・
藤
戸
・
一
一
人
し
つ
か
・
舟
橋
・
舟
弁
慶
・
仏
の
原
・
松
風
村
雨
・
三
井
寺
・
み
ち
も
り
・
三
輪
・
紅
葉
か
り
・
盛
久
・
八
嶋
・
や
た
て
か
も
・
山
う
は
・
夕
か
ほ
・
遊
行
柳
・
ゆ
ミ
や
ハ
た
・
ゆ
や
・
楊
貴
妃
・
養
老
・
吉
野
静
・
頼
政
・
篭
太
鼓
（
曲
名
に
［
］
が
あ
る
も
の
は
、
袋綴。一番綴。原装栗皮色表紙（二四・○糎×一七・七糎）。左一肩縦長刷題鑛（’一・八糎×二・八糎）に曲名を刻す。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
内
題
な
し
。
半
葉
七
行
。
一
行
十
五
字
内
外
。
間
拍
子
な
し
。
喉
に
片
仮
名
で
曲
名
（
も
し
く
は
曲
目
省
略
表
記
【例亜嬢捨↓ヲ△）と丁付を刻す。各冊一丁表に「天理図書館」の印。最終丁裏に「月明荘」「岡田真之蔵書」印。
【書誌】
袋綴。
天理大学附属天理図書館蔵古活字玉屋交岡田真・反町茂雄旧蔵）（以下、固と表記。）一○○冊
［所収曲］
整
版
王
屋
本
は
古
活
字
王
屋
本
を
も
と
に
制
作
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
本
は
次
の
天
理
図
書
館
蔵
本
の
み
で
あ
る
。
三
古
活
字
王
屋
本
と
整
版
王
屋
本
の
関
係
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2０
大
半
の
冊
に
墨
・
朱
墨
・
赤
鉛
筆
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
問
拍
子
な
ど
の
直
シ
と
振
り
仮
名
が
大
半
を
占
め
て
い
る
が
、
詞
章
の
訂
正
も
あ
る
。
そ
の
加
筆
訂
正
の
大
半
は
、
光
悦
謡
本
系
か
ら
卯
月
本
系
の
詞
章
へ
の
改
変
と
な
っ
て
い
る
が
、
訂
正
の
多
い
「
か
よ
ひ
小
町
」
を
見
る
と
、
例
え
ば
八
段
［
問
答
］
の
「
ワ
キ
、
さ
て
は
小
野
小
町
四
位
の
少
将
に
て
ま
し
ま
す
か
熾
悔
に
罪
を
ほ
ろ
ほ
し
給
ヘ
シ
テ
、
さ
ら
は
お
こ
と
は
車
の
楊
に
百
夜
侍
し
所
を
申
き
せ
給
へ
。
我
は
又
百
夜
通
ひ
し
処
を
ま
な
ふ
て
見
せ
候
へ
し
」
が
「ワキ、さては小野小町四位の少将にてましますか。車の楊に又百夜通ひし処をまなふて御見せ候へ」と訂正されて
い
る
。
こ
れ
は
卯
月
本
に
拠
っ
た
訂
正
で
は
な
く
、
正
徳
弥
生
本
以
降
の
詞
章
と
一
致
す
る
。
後
代
の
所
蔵
者
が
稽
古
本
と
し
て
も
活
用
な
お
、
「
江
口
」
の
四
丁
目
は
す
べ
て
印
刷
で
は
な
く
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
書
か
れ
て
い
る
詞
章
は
整
版
王
屋
本
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を踏まえると、何らかの理由で落丁した分を補ったものと考えられる。また、「梅枝」も最終丁が落丁している。
活字は近衛流の文字をもとにして作られており、連続活字は二字～四字（「いかなる」「ことの葉」「おそろし」な
号に詳しく検討する）。
詞章は「光悦謡本と卯月本との中間的性質」（「鴻山文庫本の研究ごと説明されるが、「入」の節を使っていない点や、
光
悦
謡
本
と
卯
月
本
に
差
異
が
あ
る
箇
所
は
概
し
て
光
悦
謡
本
に
近
い
な
ど
、
よ
り
光
悦
謡
本
寄
り
の
位
置
に
あ
る
（
こ
の
こ
と
は
、
次
いる。これは卯月本に鋤
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
原題篭が剥落しているもの。）
る。固
は
な
い
。
前述のように、奥付などはなく刊行背景は不明であるが、整版玉屋本との類似から「古活字王屋本」と称されてい
・ヨは大きな欠損などはない美本であるが、表紙には模様がなく、光悦謡本や卯月本のような美術品的華やかさ
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２１王屋謡本の研究(－）
ど
）
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
「
か
つ
ら
き
」
の
冊
に
「
う
れ
し
く
も
」
と
い
う
五
字
連
続
活
字
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
特
色
の
あ
る活字は、「か」「ひ」「れ」「ゆ」「け」「た」「と」といった平仮名の活字である。これらは特に二字連続活字の二字
目
に
き
た
と
き
、
活
字
の
一
部
が
欠
け
て
印
字
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
欠
損
活
字
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
も
と
も
と
手
書
き
の
〃かすれ〃を活字で表現したものである。
先
行
研
究
で
は
古
活
字
王
屋
本
と
整
版
王
屋
本
と
の
間
に
は
小
異
が
あ
り
、
概
し
て
整
版
玉
屋
本
は
卯
月
本
の
形
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
考
察
は
限
ら
れ
た
曲
内
で
の
比
較
で
あ
っ
た
。
「
紀
念
善
本
図
録
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
整
版王屋本九十五冊（巾由】の所在が確認でき、古活字玉屋本と整版玉屋本の所収曲がほとんど比較することができる
ようになったので、ここで改めて古活字玉屋本と整版玉屋本の関係をＡ装丁、Ｂ版面、Ｃ所収曲、Ｄ本文・節付の四
点
か
ら
再
検
討
し
て
み
た
い
。
Ａ
装
丁
古活字玉屋本と整版王屋本は表紙が異なるが、題篭は酷似している＆図３】）。古活字王屋本の原題篭は、薄茶色料
紙に近衛流書体で曲名を刻した刷題策であるが、これは整版王屋本の原題篭と酷似している。整版王屋本は題篭が剥
落したり、改装した本もあるが、四十二曲の本に古活字王屋本に近似した題篭が見られる（「玉屋本一覧表」参照）。
一見すると両本は同版の題篭を用いているように思えるが、整版玉屋本が古活字玉屋本の題篭を模刻したと考えられ
る。
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2２
整版王屋本は古活字王屋本をもとに覆刻されている。整版王屋本には古活字王屋本にはない庵点がある点、整版王
屋
本
が
女
役
の
シ
テ
・
ツ
レ
の
表
記
を
「
女
」
と
直
し
て
い
る
点
な
ど
、
若
干
の
違
い
は
あ
る
。
ま
た
「
夕
顔
」
が
一
行
、
「
吉
野
静
」
が
四
行
、
整
版
王
屋
本
の
方
が
多
い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
両
本
の
緊
密
性
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
整
版
王
屋
本
は
、
古
活字王屋本を模して版木が彫られているわけでなく、古活字王屋本自体を版下として制作されている。そのことは、
古
活
字
王
屋
本
の
活
字
の
特
色
を
整
版
王
屋
本
が
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
固を紹介した中で、古活字玉屋本のいくつかの平仮名活字には、文字のかすれのようなものを表現したものがあ
ると指摘したが、整版玉屋本にもその「活字」が見られる。しかも【図４】のように、そのかすれ文字は同じ曲の同
じ箇所に現れるケースが多く、同版と見まがう場合も少なくない。
江
戸
時
代
、
筆
耕
に
依
頼
し
、
一
か
ら
整
版
の
版
下
を
制
作
す
る
に
は
金
銭
も
労
力
も
必
要
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
古
活
字
玉
屋
本
を
版
下
と
し
て
利
用
し
た
の
に
は
、
整
版
玉
屋
本
刊
行
に
そ
れ
ほ
ど
は
恵
ま
れ
た
制
作
環
境
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
と
も
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
ではなぜ、他の謡本ではなく、古活字王屋本を利用したのだろうか。現存する古活字玉屋本は固だけであるので、
鎌Ｂ版面 【図３】（１）古活字王屋本ili
（２）整版王屋本（鴻山文庫蔵墨印本）
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２３玉屋謡本の研究(一）
先行研究のなかで、古活字は本来百番揃ではなく、それ以上の曲が存在していた可能性が指摘されている急鴻山文
庫本の研究』）。その根拠は古活字玉屋本に所収されていない曲が整版王屋本に存在する点であるが、古活字王屋本と
整版王屋本の所収曲の出入りを整理すると次のようになる。
Ａ整版王屋本には含まれるが固にはない曲
小塩（国圏四・ｍ扁困）・白鬚（、扁困）・檜垣＆陶曰）・松虫（ｍ帛困・扇圃團）
Ｂ固には含まれるが、整版玉屋本の存在が確認されていない曲
光悦謡本や卯月本ほど流通しなかった可能性が高い。いわばこのマイナーに属する本を版下として用いたのは、
玉屋本の権威づけのためではなく、古活字玉屋本と整版王屋本は近い成立環境にあったためだろう。
Ｃ
所
収
曲
［図４】
（１）古活字玉屋本「松風村雨」十丁裏
二
、
ａ
二
一
一
》
、
、
、
、
、
聾
ラ
ニ
二
つ
隊１１廓尾ｒｍＷく、〆ⅥⅢリヘ：堂秘の
も
つ
一
つ
『
つ
ぐ
込
已
一
つ
『
、
Ｃ
Ｃ
一
つ
一
・
、
．
Ｃ
驫小Ｕか入りで《ｉｆ川作ⅡＩノくｌ面把・劇
一
口
一
ロ
二
ぐ
っ
一
『
っ
」
た
つ
□
つ
む
●
一
旬十Ｎ，川塗続乃鰻己の０拭概や瀞ユーーオハ
貯瀞仰渋りｒ鞍十性汁『↑ｍｈ７ｋ川小
（２）整版王屋本「松風村雨」十丁裏
砿
謙
尋 ；
説
冥
例汕（腿拭搬鰍齢猯空極小
整
版
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2４
Ｃで示したように、九十五冊の、尉困に所収されていない曲が四曲あるので、整版王屋本は合計九十九冊現存して
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
揃
え
本
で
あ
る
の
な
ら
「
安
達
原
」
「
頼
政
」
な
ど
が
除
外
き
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
必
ず
し
も
百
番
揃
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
現
段
階
で
は
、
整
版
王
屋
本
全
体
で
一
○
五
～
二
○
曲
程
度
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。 朝顔
・
安
達
原
・
鵜
羽
・
弓
八
幡
・
頼
政
Ｃ、扁困に含まれない整版王屋本
老松（ｍ円幽）・皇帝（田圃）・高砂（團囲）・舟橋（南国四）
Ａは先行研究で指摘されていた三曲に「白鬚」を加え、合計四曲の存在が確認できる。「松虫」は卯月本に所収さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
他
の
曲
は
光
悦
謡
本
・
卯
月
本
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
古
活
字
王
屋
本
独
特
の
活
字
や
同
じ
連
続
活
字
を
模刻した箇所が多数見られるので、これらの四曲が、他の固所収曲を精巧に模したと考えるより、版下として利用
し
た
古
活
字
王
屋
本
が
存
在
し
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
Ｂ
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
の
曲
が
整
版
王
屋
本
に
も
存
在
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
観
世
流
謡
本
揃
本
に
は
た
い
て
い
含
ま
れ
る
「
安
達原」「頼政」や光悦謡本・卯月本に含まれる「鵜羽」などは整版王屋本も存在した可能性が高いだろうが、「朝顔」
は
卯
月
本
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
「
弓
八
幡
」
は
光
悦
謡
本
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
整
版
王
屋
本
刊
行
段
階
で
除
外
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
Ｄ本文・節付
以上のように古活字王屋本と整版王屋本は緊密な関係にあるわけだが、整版王屋本は古活字王屋本をそのまま〈復
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元〉したわけではない。少なからず改訂を加えている。今回、古活字王屋本と整版王屋本とで重複する九十五曲すべ
てを比較してみたが、その結果を「玉屋本一覧表」に示してある。整理すると次のようになる。
本
文
部
分
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
曲
…
二
十
七
曲
本
文
部
分
に
小
異
が
あ
る
曲
…
五
十
六
曲
本
文
部
分
に
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
曲
…
十
二
曲
節
付
ま
で
精
査
す
る
と
差
異
の
判
断
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
単
純
に
本
文
だ
け
に
注
目
し
た
が
、
右
の
よ
う
に
、
多かれ少なかれ三分の一以上の曲に本文の改訂が施されていることになる。先行研究ではこの詞章の改変について、
「
改
訂
さ
れ
た
詞
章
は
ほ
と
ん
ど
元
和
卯
月
本
と
一
致
し
、
卯
月
本
に
影
響
さ
れ
て
の
改
訂
に
違
い
な
い
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
含
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
（
上
三
。
光
悦
謡
本
系
統
と
卯
月
本
系
統
と
の
中
間
的
な
位
置
に
あ
る
の
が
王
屋
本
で
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
後
出
の
整
版
玉
屋
本
は
卯
月
本
系
統
の
詞
章
に
接
近
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
は
妥
当
で
あ
る
。
確
か
に
そ
の
よ
う
に
改
変
さ
れ
て
い
る
箇
所
も少なくないが、それだけで説明がつかない曲もある。卯月本には所収されていない「接待」が、整版王屋本の段階
で
大
き
く
本
文
改
訂
さ
れ
て
い
る
し
、
光
悦
謡
本
・
卯
月
本
と
の
重
複
曲
で
も
、
光
悦
謡
本
系
か
ら
卯
月
本
系
へ
と
い
う
説
明
に
合
致
し
な
い
異
同
が
い
く
つ
も
存
在
す
る
。
光
悦
謡
本
・
卯
月
本
と
玉
屋
本
と
の
比
較
と
詳
し
い
考
察
は
続
稿
で
行
な
う
予
定
で
あ
る
が
、
そ
の
一例をここに挙げておく。
關圃幽剛四ワキ、御下向の由を披露申て侯へは。盛久は大事の囚人にて候間。急き殊し申せとの御事にて候。
御
い
た
は
し
な
か
ら
御
最
後
の
御
用
意
あ
ら
ふ
す
る
に
て
侯
シ
テ
、
委
細
承
侯
。
た
聾
い
ま
も
独
言
に
。
か
く
て
存
命
諸
人
に
面
を
さ
ら
す
も
く
ち
お
し
く
候
へ
は
。
あ
つ
は
れ
と
う
切
れ
は
や
の
念
願
狐
は
は
や
叶
ひ
て
候
。
最
後
は
唯
今
に
て
候
か
。
ワ
キ
、
此
「盛久」四段［問答］
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候
か
ワ
キ
、
い
や
御
最
期
は
此
暁
か
。
然
ら
す
は
明
夜
か
と
仰
出
さ
れ
て
候
「盛久」は古活字王屋本と整版王屋本との間で異同が多い曲であるが、古活字王屋本が光悦謡本に近く、整版玉屋
本が卯月本に近いという先行研究の指摘と合致する部分もある。波線部は整版玉屋本と卯月本とが近似する部分であ
り
、
一
見
通
説
ど
お
り
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
傍
線
部
の
よ
う
に
古
活
字
王
屋
本
と
卯
月
本
が
近
似
す
る
部
分
も
あ
り
、
単
純
に
整
版
王
屋
本
が
卯
月
本
に
基
づ
い
て
改
訂
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
「
盛
久
」
の
異
同
の
よ
う
な
箇
所
は
他
曲
に
も
あ
る
。
こ
う
し
た
部
分
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
古
活
字
玉
屋
本
か
ら
整
版
王
屋
本への改訂の様相を明らかにできるだろうが、そのためには光悦謡本と卯月本との関係を明確にすることも不可欠で
あ
る
。
こ
の
点
は
次
稿
で
考
察
を
し
た
い
。
園 ； 暁かしからすは明夜かと仰出されて候
田園日田田園国圀ワキ御下向の由を披露申て候へは。盛久は大事の囚人にて候間。急き詳し申せとの御事にて
候
。
御
痛
は
し
な
か
ら
御
最
後
の
御
用
意
あ
ら
ふ
す
る
に
て
候
シ
テ
委
細
承
候
。
只
今
も
独
言
に
。
か
く
な
か
ら
へ
諸
人
に
面
と
く
か
く
て
存
命
諸
かくて存命諸人に面をさらさむよりも。あはれとうきられはやとの念願。掴は早叶ひ候よ◎さて最期は只今にて
あ
か
つ
き
か
然
す
は
明
夜
か
と
仰
出
さ
れ
て
候
を
さ
ら
す
も
口
お
し
く
候
へ
は
。
あ
つ
は
れ
と
う
き
ら
れ
は
や
の
念
願
抑
は
は
や
叶
ひ
て
候
。
最
後
は
只
今
に
て
候
か
ワ
キ
此
に
て
候
か
ワ
キ
、
い
や
御
最
後
は
此
あ
か
つ
き
か
明
夜
か
と
仰
出
さ
れ
て
候
ワ
キ
、 ワ
キ
、
御
下
向
の
由
を
披
露
申
て
候
へ
は
。
人
に
面
を
さ
ら
さ
ん
よ
り
。
暗
候
へ
は
。
急
き
詳
し
申
せ
と
の
御
事
に
て
候
シ
テ
、
唯
今
独
こ
と
に
申
し
こ
あ
つ
は
れ
と
き
ら
れ
申
さ
は
や
と
望
し
事
。
扱
は
叶
ひ
て
侯
よ
・
狐
最
後
は
只
今
眉
「
Ｉ
ｌ
ｉ
』、凸ブ
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観世流謡本のなかに王屋本を位置づけるためには、光悦謡本・卯月本をはじめとする江戸初期の他の謡本との比較
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
ま
ず
本
稿
で
は
、
王
屋
本
自
体
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
を
し
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
言
及
し
て
こ
な
か
っ
た
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
、
第
一
回
目
の
ま
と
め
と
し
た
い
。
一
つ
目
は
、
玉
屋
本
諸
本
の
先
後
関
係
で
あ
る
。
ま
ず
古
活
字
王
屋
本
が
、
最
後
に
寛
永
玉
屋
本
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
確
定
的
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
問
題
は
整
版
玉
屋
本
の
無
印
本
・
朱
印
本
・
墨
印
本
の
関
係
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
ま
ず
無
印
本
が
刊
行
さ
れ
、
次
に朱印本、最後に墨印本という順番も仮定されているが急鴻山文庫蔵能楽資料解題（上こ）、その仮説はまず何も印がな
い
状
態
で
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
に
黒
雪
の
章
句
を
写
し
た
旨
を
記
し
た
朱
印
が
捺
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
後
に
「
王
屋
」
の
名
前
が
刻
されるようになった、というように印の有無やその印の内容が根拠となっている。確かに印の内容から推測すると、
こ
う
し
た
説
も
成
り
立
つ
だ
ろ
う
が
、
刊
本
の
特
色
か
ら
そ
の
説
を
裏
付
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
は
明
確
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ま
ず
考
え
る
べ
き
点
は
各
種
が
覆
刻
関
係
に
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。
整
版
本
の
覆
刻
関
係
は
、
版
高
に
着
目
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
が
、
整
版
王
屋
本
諸
本
に
は
ほ
と
ん
ど
差
異
が
な
い
。
無
印
本
・
朱
印本・墨印本の三種が現存する曲（「井筒」「江口」「項羽」「実盛」「千手重衡」「忠度」「軒端梅」の七曲）を比べると
明
ら
か
だ
が
、
版
高
は
ほ
ぼ
か
わ
ら
な
い
。
こ
れ
は
寛
永
玉
屋
本
も
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
整
版
王
屋
本
は
一
版
で
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
く
な
る
が
、
そ
の
推
測
は
版
面
の
傷
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
えば、扁困占凋日・日闇團、つまり朱印本・墨印本・寛永本の「天鼓」四丁表一行目「はく」、八丁表一行目「にて」、
注
１
同六行目「つ蕊」に傷が見られる（ただし、【図５］のように、、帛困の傷が軽度である場ヘロも多い。）。同様の例は
小
括
ｌ
整
版
王
屋
本
の
先
後
関
係
と
「
王
屋
」
に
つ
い
て
Ｉ
Hosei University Repository
路、扁困・日凋日・国圏凰の「柏崎」にも見られ、無印本・朱印本・墨印本・寛永本が同じ版面の傷を持つケースはかな
り
多
く
の
曲
で
み
ら
れ
る
。
諸
本
が
覆
刻
関
係
に
あ
っ
た
ら
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
整
版
王
屋
本
全
体
（
も
し
く
は
その大部分）は一版で刊行されたと考えるのが妥当であろう。
整
版
玉
屋
本
諸
本
は
刷
り
の
状
態
も
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
、
次
に
わ
ず
か
な
が
ら
存
在
す
る
諸
本
の
異
同
に
着
目
し
て
み
る
と
、
整
版
玉
屋本諸本の先後関係が明確になるどころか、そもそも無印・朱印・墨印が、整版王屋本の種類を分別する基準になり
得
る
の
か
さ
え
、
疑
問
に
思
え
て
く
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
整
版
玉
屋
本
間
に
は
若
干
の
異
同
が
あ
る
が
、
本
文
の
差
異
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
大
き
な
異
同
は
役
名
表
記
の
違
い
であるが、例えば「兼平」十一丁裏の地謡とシテの役名表記が、ｍ扁困と回圏凰とでは逆になっている。これは光悦
謡本から卯月本への変化を踏まえたものだが、岡闇】は
木
曾
殿
討
れ
給
ひ
ぬ
と
シ
テ
上
、
呼
は
る
聾
を
聞
し
よ
り
シ
テ
、
今
は
何
を
か
…
（
十
一
丁
表
～
裏
）
と、「呼はる…」のところまでは光悦謡本や、帛困と同じかたちになっており、中途半端な改変となっている（誤刻の
【図５］
（１）朱印本「天鼓」
’
一
一
一
一
二
（２）墨印本「天鼓」（鴻山文庫蔵本）
下
一
口
マ
一
・
口
・
亀
『
ノ
尊
蒲
い
う
Ｉ
一
つ
↑
、
環
１
．
趣
！
「
■
■
…
血粛Ｖ迎小聯Ⅲ川篇氷をＩ郡拙Ｆ序蛎ぺ７Ａ・肋Ｉく
Ｅ
… （上野学園大学日本音楽史研究所蔵本）
こ
う
、
『
術
三
一
「
１
、
一
趣
不史研究所蔵本）
（３）寛永本「天鼓」（鴻山文庫蔵本）
「
１
、
一
池
・
『
了
司
［
今
。
『
私
ブ
、
『
刑
？
］
「
１
、
一
砿伽榊＃ｋ胸ＪＭｊ（洲１１ユィ４く篇水産公灯やⅢ！く
意：
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さ
ら
に
異
同
が
散
見
す
る
上
音
・
下
音
の
表
記
を
見
て
も
、
同
様
の
「
矛
盾
」
が
見
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
版
本
は
埋
木
・
入
木
で
版
木
の
訂
正
を
し
て
い
く
の
で
、
後
で
「
上
」
「
下
」
の
表
記
を
削
除
す
る
の
も
付
け
足
す
の
も
技
術
的
に
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
謡
本
の
変遷を考えるのなら、より節付が詳しくなるように改変されるはずである。すなわち、「上」「下」の補入は後出の本
に
見
ら
れ
る
も
の
と
考
え
た
く
な
る
の
だ
が
、
整
版
玉
屋
本
の
異
同
は
必
ず
し
も
そ
の
推
測
を
支
持
し
な
い
。
た
と
え
ば
「
阿
漕
」
は
墨
印
本
に
二
丁
表
一
行
目
に
「
下
」
と
刻
し
て
あ
る
が
、
朱
印
本
に
は
な
い
。
し
か
し
、
朱
印
本
七
丁
裏
六
行
目
に
「
上
」
と
刻
し
て
あ
る
が、墨印本にはない。つまり、上音・下音などの表記の有無をもとに、先後関係を確定することは極めて困難である。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
「
通
小
町
」
は
朱
印
本
間
で
、
「
三
輪
」
に
は
無
印
本
間
で
上
音
・
下
音
な
ど
の
表
記
の
異
同
が
複
数
あ
る
。
以
上
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
と
こ
う
な
る
。
整
版
王
屋
本
は
す
べ
て
一
版
で
製
作
さ
れ
て
い
る
が
、
節
付
や
役
名
表
記
に
若
干
の
訂
正
を
加
え
た
。
そ
の
本
文
末
に
あ
る
朱
印
・
墨
印
は
、
は
じ
め
は
ど
ち
ら
か
を
使
い
、
そ
の
後
別
の
印
に
替
え
た
と
い
っ
た
「
成
立
順
序
」
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
印
刷
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
事
情
で
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り印の種類やその有無は、版木の修正時期を指し示すものではない。つまり従来想定されていたように、無印本、朱
印
本
、
墨
印
本
と
い
う
順
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
に
く
く
、
例
え
ば
朱
印
を
も
つ
本
が
、
墨
印
を
も
つ
本
の
前
に
も
後
に
も
制
作
さ
れ
た
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
印本、墨印本Ｌ
可能性もある。
可能性もあるだろう）。この役名表記の異同は「通小町」にも見られ、掛ヶ合部分で、、帛困で光悦謡本と同じく「ツ
レ」となっている箇所が、国閏四では卯月本と同じく「地」となっている。「兼平」を見ると、朱印本が寛永玉屋本よ
り先行するということを確認できるが、「通小町」は、帛困も国圏四も朱印本なのである。つまり朱印本間にも異同が
で
は
、
印
は
何
を
指
し
示
す
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
明
確
な
答
え
を
持
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
印
の
意
味
は
江
戸
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王屋の素性については、まったく知られていない。寛永前後に玉屋と名乗る書騨が出版活動をしていた形跡はなく、
刊行物も現存していない。唯一の手がかりとなるのが寛永玉屋本の奥付に「洛下寺町王屋」とあることだけである。
寺町は本屋が集まっていた地区であるが、ここにあった本屋の一つが「王屋」と名乗っていたことだけがわかるので
ある。江戸時代に観世流謡本を独占的に出版していた山本長兵衛も謡本刊行当初は、「金屋」という屋号を用いてい
た。この屋号の意味ははっきりしないが、書騨を始める前のもともとの家業であった可能性が高い。京都地誌の一つ
寛永玉屋本も含め整版王屋本は一版で刊行されたとすれば、すべての版に王屋なる書騨が刊行に関与していた可能
性が高い。この謡本の特質を把握するためには、玉屋がいかなる人物であるかが重要である。これが二つ目の問題で
初期観世流謡本全体で考えるべき問題だと思う。王屋謡本には「観世黒雪以／章句写之奮の墨印と「観世黒雪／以
章句写之」の朱印が捺されているが、この印は他の謡本には見られない。しかし、これと類似するものであれば、他
の観世流謡本でも使われている。たとえば法政大学鴻山文庫蔵黒雪章句仮名印本（五出）には、「くわんせこぐ／せつ
のしやう／くのうつし」という朱印が捺きれているが、鴻山文庫と演劇博物館に所蔵されている寛永十三年仲春奥付
本と同版関係にある肥前島原松平文庫蔵「観世黒雪本謡曲」にも同じ朱印が見られる。しかもこの謡本には、鴻山文
庫蔵黒雪章句中本の奥付と覆刻関係にある墨印も捺されているのである。単に謡本に刻されている節付が黒雪の定め
た節に拠っていることを示すだけなら墨印・朱印の両方を捺す必要はないはずであり、それぞれに別の意味があった
と考えることもできる。それでは、その使い分けの基準が何であるのかが問題となるわけだが、それは続稿での課題
ある。
と
し
て
お
き
た
い
。
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３１王屋謡本の研究(－）
【付記］資料閲覧および撮影に際して、天理大学附属天理図書館・上野学園大学日本音楽史研究所・早稲田大学演劇
博物館・東京都立図書館・肥前島原松平文庫に多大なご便宜をいただいた。また佐々木孝浩氏・福島和夫氏からご教
示を得た。厚く御礼申し上げる。なお本稿は、日本学術振興会科学研究費補助金若手研究（Ｂ）「近世初期観世流謡本
刊
本
変
遷
過
程
を
め
ぐ
る
研
究
ｌ
王
屋
本
の
書
誌
的
研
究
を
中
心
に
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
〈注〉
１版面の傷は種類の異なる整版王屋本にも共通して見られるが、概して、用困がその傷が軽度である。例えば同じ朱印本で
ある、帛困と国圃四の「通小町」を比べると、一丁表七行目の「候」が、国幽四だけ大きく損傷している。版面の傷だけを考え
るのなら、、園困が最も早刷りの可能性もある。
２「天正記」（人物往来社戦国史料叢書９毛利史料集）の八月五日条に王屋立玄なる人物が謡に加えっている記事もある。
この王屋は京都町衆の一人だろうが、素性はわからない。年代的に謡本刊行者と同一人物とは考え難いが、同じ一族であった
可
能
性
は
あ
る
。
宮
本
圭
造
氏
か
ら
の
ご
教
示
。
『
京
羽
二
重
』
巻
一
に
、
四
条
坊
門
通
に
あ
る
「
諸
職
商
人
」
に
「
寺
町
に
し
へ
玉
や
」
と
あ
る
が
、
こ
う
し
た
「
玉
」
を
商
う
者
が
、
注
２
寛、水頃に書騨へと転じた可能性もあるだろう（この「玉や」が王屋謡本を刊行したというわけではない）。
ちなみに、王屋謡本の詞章はこの後寛永中本と呼ばれる間拍子などを入れ、節付が詳細になった謡本群へと流れて
いく。この寛永中本を刊行した代表的な書騨に中野道伴がいるが、この家がもともと寺町に店を構えていた。王屋謡
本
と
寛
永
中
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
稿
以
降
に
言
及
す
る
が
、
こ
う
し
た
書
騨
の
中
に
玉
屋
が
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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【参考Ｂ】王屋本所収曲目一覧表
【整版本略記号】
(渇山文庫蔵本）
濁無…法政大学鴻山文庫蔵整版玉屋本無印本潟墨…法政大学泌山文庫蔵整版玉屋本墨印本
潤一…法政大学鴻山文庫蔵整版玉屋本回陽一番綴本鴻五…法政大学測山文庫蔵整版王屋本回陽五番綴本
鴻寛…法政大学鴻山文庫蔵寛永五年刊整版寛永玉屋本
(演劇博物館蔵本）
早無…早稲田大学演劇博物館蔵整版玉屋本無印本早不…早稲田大学演劇博物館蔵整版玉屋本刊年刊者不明本
早一…早稲田大学演劇博物館蔵整版玉屋本回腸一番綴本
(上野学園日本音楽史研究所蔵本）
上里…上野学園大学日本音楽研究所蔵整版玉屋本墨印本上無…上野学園大学日本音楽研究所蔵整版玉屋本無印本
上朱…上野学園大学日本音楽研究所蔵整版王屋本朱印本
(東京都立図醤館蔵本）
都墨…東京都立中央図轡館特別買上文庫蔵整版王屋本墨印本
【｢古・整の関係」記号】
。…本文部分は完全一致している。
○…本文部分は小異。
△…本文部分はかなりの差異がある。
【整版本の異同】
★…異同あり
【古・整の題篭】
○…近似
×…まったく異なる
1113邸掴五・」朱
澗上無・上米
鞍馬天上朱
古活字の曲名 整版の所蔵先 古・整の関係 古・整の題篭 整版本の異同
★葵上 上朱 ◎
阿漕 鴻五・上朱 ○ 鴻五に上朱にはない下音表記あり。
★朝顔 整版本なし －－￣－－－－－￣－－－－－－－
安宅 鴻五・上朱 ○ ○
安達原 整版本なし －－－－－－－－－－－－－－－－－
海士 鴻五・上朱 ○ ×
蟻通 鴻墨・鴻五・上朱 △ ○
井筒 鴻無・鴻五・上朱 ○ ○
潟飼 上朱 ◎
浮舟 上朱 ○
善知鳥 鴻五・上朱 ○
采女 上朱 △ ×
鵜羽 整版本なし ￣￣－－－－－－－－－－－－－－－－
梅枝 上朱 ○ ○
雲林院 鴻一・上朱 ○ ○
江口 鴻五・早無・上朱 ◎ ○
老松 上無 ○
鴎鵡小町 鴻一・上朱 ○ ×
娘捨 上朱 △ ○
女郎花 鴻五・上朱 ○ ○ 上朱に鴻五にはない下音表記あり。
杜若 溺五・泌寛・上朱 ○
景清 上朱 ◎
柏崎 潤一・鴻寛・上朱 △
春日龍神 上墨・上朱 ○ 上朱に上墨にはない下音表記あり。
葛城 潤一・上朱 ○ ○
兼平 鴻寛・上朱 ○ ○ 力、ル、上・下音表記の有無に差異あり。
11丁裏の「地」「シテ」の役名表記に異同あり。
通小町 鴻五・上朱 ○ ○ 力、ル、上・下音表記の有無に差異あり。
５丁表の「地」「シテ」の役名表記に異同あり。
１１１３郡 鴻五・上 ◎ ×
滑経 上無・上朱 ○
馬天狗 上朱 ◎ ○
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３３王屋謡本の研究(－）
岸呉服 鴻五・上朱 △源氏供養 鴻五・上朱 ○ 一丁表、鴻五「道行｣、上米「上歌｣。その他上音・ハル表記の有無に差異あり。★項羽 鴻一・上無・上朱 △ ○皇帝 上無 ◎西行桜 鴻五・上朱 ◎ ○桜川 鴻五・上朱 ○実盛 鴻一・上無・上朱 ◎ ○志賀 潤一・上墨・上朱 ○ ○自然居士 上朱 ○ ○★錘値 上朱 ○★猩々 上朱 ◎ ○隅田川 上無・上朱 ○ ○俊寛 鴻五・上朱 ○誓願寺 上朱 ○善界 上朱 ○関寺小町 鴻墨・上朱 ○ 6丁裏、鴻五「承り｣、上米「承る｣。その他上音・下音表記の有無に差異あり。殺生石 上朱 ○ ○★接待 鴻一・上朱 △ 6丁表、上朱に「母」の表記あり。千手重衡 鴻五・早無・上朱 ◎ ○卒都婆小町 上朱 ○大会 鴻五・上朱 ◎ ○当麻 上朱 ○ ○高砂 早無 ◎ ×忠度 鴻五・早無・上朱 ○ ○龍田 鴻五・上墨・上朱 ○ ○玉葛 上朱 ○田村 鴻五・上朱 ◎ ○●★張良 鴻五・上朱 ◎定家 上朱 ◎天鼓 鴻一・鴻寛・上朱 △ ○東岸居士 上朱 △ ○★道成寺 早一・上朱 ◎ ○★道明寺 上朱 ○融 上朱 ○朝長 上朱 ○難波 鴻寛・早無・上朱 ◎ ×錦木 鯛一・上朱 ○鵺 上朱 ○軒端梅 鴻一・早無・上朱 ◎ ×野宮 上朱 ○白楽天 早無・上朱 ○ ○●◆★半蔀 上朱 ◎芭蕉 鴻五・上朱 ○花筐 鴻一・上朱 ○百蔦 上朱 ◎ ○班女 上朱 ◎ ○富士太鼓 上朱 ○ ○藤戸 鴻一・上朱 ○ ○二人静 都墨・上朱 ○ ○舟橋 鴻五 ○船弁慶 上朱 ○ ○仏原 鴻五・上米 ◎
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『 朱上朱鉦朱朱氷朱朱朱朱朱Ｌ ＬＬＬＬ上上上五 朱朱上鯛鰯Ｌ旱 上
★…元和卯月本にはない曲◆…光悦謡本袋綴本にはない曲●…光悦謡本帖装本にはない曲
松ｊｍＷＩ:ｵ雨 鴻墨・上朱 ○ ○ 上・中・下音表記に異同あり。
三井寺 上朱 ○
通盛 上朱 ○ ○
三輪 鴻無・上無・上朱 ○ ○
紅葉狩 鴻五・上朱 ◎
盛久 鴻五・上 △ ○
八島 上朱 ○ ○
矢立鴨 鴻一・上朱 ○
山姥 鴻五・上朱 ○ 上・下音表記に異同あり。
夕顔 上朱 △
遊行柳 早不・ ◎
●★弓八幡 整版本なし －－￣－－－－－－￣－－－－￣－－－
熊野 鴻一・上朱 ○ ○
楊貴妃 鴻一・上朱 ○ ○
●養老 鴻五・上朱 ◎
●★吉野静 上朱 △
頼政 整版本なし
★髄太鼓 上朱 ◎
整版本にしかないIMI
小塩
白調
槍垣
★松虫
鴻五・上朱
上朱
鴻一・上朱
都墨・上朱
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